福祉サービス苦情解決研修会

(平成30年8月7日、8月8日、８月30日)
事前提出課題　　　記入要領
○本研修会では、実際の事例をもとに対応について学びます。
○これまでの対応で苦慮した事例をお書きください。できるだけ参加者ご本人が対応した事例としてください。
　今、対応に悩んでいる事例、失敗したと考えている事例でも結構です。
　また、苦情として受理していない場合でも、利用にかかわる強い要望や、苦情につながりそうなトラブル等、対応に
苦慮した事例でも構いません。
○提出していただいた事例は、本研修会限りとして参加者全員に配布します。事例の記入にあたっては、個人名（利用者、職員）をイニシャルに置き換える等プライバシーに配慮していただきますようお願いいたします（一部事務局で修正する場合がございます）。
○今回提出していたただいた事例は、グループワークで使用し、苦情への対応について検討する予定です。
○様式について
・様式の電子データ（ワード）をご希望の方は、静岡県社会福祉協議会のホームページからダウンロードできます。(http:/www.shizuoka-wel.jp/)（ご不明な場合は事務局までご連絡ください）

・提出にあたっては、利用者・職員の個人情報が特定されないようにご配慮ください。例えば、利用者Aさん、職員Bという書き方としてください。
・事例のタイトルはその内容を概括したわかりやすいものをつけてください。
・担当者としての対応と事業者としての対応は、時系列で記入してください。
　担当者の対応を受けて、事業者ではどのような対応をしたのか、さらにその事業者の対応を受けて、担当者はどのような対応をしたのかお書きください。
・終結までに要した日数は、初めに訴えがあった日から終了までの日数をお書きください。

※事例を提出いただけない場合、研修への参加はできませんのでご了承ください。
Ｈ30年度「苦情対応を考える～苦情解決研修会」事例記入シート(   )
※ 研修会の内部資料として出席者に配布します。
■記入者状況
	施設種別
	
	参加者名
	
	苦情担当経験
	 　　年


■事例概要　（苦情申出人はAさんなどとし、個人名を伏せてください）
	事例タイトル 
	

	苦情申出人
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さん
	利用者との関係
	　


■この事例を取り上げた理由
	理　由 
	


■主訴・苦情の内容
	主　訴 
	

	　　　　　　　
苦 情 の
内  容

	


■対応の状況
	■　担当者としての対応
	■　事業者としての対応

	日 付
	内　　　　容
	日 付
	内　　　　容

	
	
	
	


■終結までに要した日数
	　　　  　　　　日 


■対応に苦慮した理由
	


■この事例をまとめて感じたこと、フロアで話したいこと
	


参加申込書、返信用封筒（長３型封筒に82円切手を貼付）と一緒に郵送でお送りください





提出先：静岡県社会福祉協議会福祉企画部地域福祉課


〒420-8670  静岡市葵区駿府町1-70


 締　切　：平成30年6月29日（金）








